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      論 文 の 要 旨（2,000 字程度） 

 金子洋文（1894-1985）は、今日、プロレタリア文化運動の魁となった雑誌『種蒔く人』を発刊したこ

とが高く評価され、その事蹟をもって文学史上に名をとどめている。 

しかし、金子洋文は、雑誌『種蒔く人』を創刊したのみにとどまらず、プロレタリア文化運動以外に

も注目すべき活動をしており、そうした活動もとりあげて、総合的に金子洋文について研究されたもの

はこれまでになかった。 

本論文は、秋田市立土崎図書館に所蔵される金子洋文寄贈資料など各種文献資料調査をもとに、文化

活動を中心に金子洋文について明らかにするものである。 

各章では以下のことを述べる。 

「第 1章 序論」 

 金子洋文が、生まれてから青年期までを過ごした秋田県の土崎は港町であり、周辺の農村部とは異な

る港町の文化を形成していた。その特色の一つに、土崎という地域社会で育った人間以外と交わること

が多かったことがあげられる。その結果、農村部とは異なり、海外と関わる分野で活躍する人材が輩出

し、その一人である小牧近江から金子洋文に海外の反戦思想「クラルテ」がもたらされ、金子洋文がそ

れに共鳴し、雑誌『種蒔く人』発行の動機となったことを述べる。 

「第 2章  金子洋文と白樺派の人々－書簡を中心に－」 

母校の土崎小学校に代用教員として勤務していた時期、雑誌『白樺』と『第三帝国』の影響を受けて、

金子洋文は文筆で生きる道を志す。土崎図書館に所蔵される金子洋文の書簡を時系列に整理し、『白樺』

および『第三帝国』の雑誌の関係者にどのように接近していったかを具体的に明らかにする。また関連

して、金子洋文は多くの文筆家と接するが、その中でも、土崎から上京したときに寄寓していた武者小

路実篤の影響をもっとも受けたことを述べる。 

「第 3章  金子洋文と農民文学」 



プロレタリア文化運動がさかんになる以前の近代文学において、農民の暮らしを描く文学作品は、都

市生活者を描く文学作品に比較して少なかった。そうした中で、金子洋文は、当時の農村の困窮を取り

上げた作品を多く著した。それらは都会と地方、都市と農村の格差を地方の視点から描いたものである。

『種蒔く人』の同人の中でも、もっとも多く農民や農村の生活を描いた作品を残していることを明らか

にし、農民文学の先達のひとりであったと位置づける。 

 「第 4章  金子洋文とプロレタリア文学雑誌」 

プロレタリア文芸雑誌としては、『種蒔く人』の他に、『文芸戦線』、『新興文学』、『文党』、『文芸市場』

があげられる。金子洋文が『種蒔く人』に深くかかわっていたことは、これまでも述べられてきたこと

だが、さらに『文芸戦線』、『新興文学』、『文党』、『文芸市場』の編集等にもかかわっていたことを述べ

る。特に『文芸戦線』とは深いかかわりをもっていたことを明らかにする。 

「第 5章  金子洋文と俳句」 

土崎図書館に所蔵される金子洋文自筆の俳句ノートにより、金子洋文は職業作家となる以前から晩年

まで、多くの俳句を詠んでいたことを明らかにする。また晩年にその句集『雄物川』が刊行されるまで、

金子洋文は、その俳句を公表しなかったが、その理由は、昭和 7年（1932)に秋田の新聞『秋田魁新報』

で展開された俳句論争にあったことを述べる。 

「第 6章  金子洋文の演劇活動―演劇人として」 

金子洋文は、演劇の脚本などを著し、また演出にもかかわることがあった。現代演劇に関する基本文

献『日本現代演劇史』に登場する演劇関係者を調査し、金子洋文が、現代を代表する演劇関係者である

小山内薫、土方与志、岸田国士、村山知義と同様に、盛んな演劇関連の活動をしていることを述べる。 

また早稲田大学演劇資料館のデータベース、土崎図書館所蔵の金子洋文資料、松竹大谷図書館所蔵資

料など各種上演記録から、金子が関与した上演作品を抽出した金子洋文上演記録を作成し、その分析の

結果、金子洋文作の戯曲がもっとも上演されたのは昭和 4年(1929)で、その後は、演出家、舞台監督と

いった仕事へ次第に移っていたことを述べる。 

  「第 7章  金子洋文と故郷― 地方性の存在」 

昭和 43年(1968) 上半期第 59回芥川賞候補になった秋田在住の同人誌作家である杉田瑞子を、芥川賞

の選考委員であった石川達三に紹介したのは、金子洋文であったことなどを例にあげ、金子洋文が、秋

田の後輩を中央の有力者に紹介するなどし、故郷である秋田と文化的に深い関係を持っていたことを述

べる。また昭和 14年(1939)頃には、舞台演劇にも使用した新民謡「秋田港の唄」を作詞作曲するなど、

秋田の文化を中央に伝えることに熱心であったことを述べる。 

「終章  結論」 

金子洋文は、従来、プロレタリア文学運動の人物としてとらえられ、特にプロレタリア文化運動の魁

となった雑誌『種蒔く人』を創刊したことが評価されている。しかし、金子洋文の活動は多岐にわたる

ものであり、それらの多くに故郷の秋田が関連している。プロレタリア文化運動としての活動のみをお

こなっていたわけではなく、郷土秋田と深くかかわった文化人としても評価すべきであることを述べる。 

      審 査 の 要 旨（2,000 字以上） 

 
【批評】 

本論文でとりあげられた「金子洋文」は、今日では一般に、プロレタリア文化運動の魁になったとさ



れる雑誌『種蒔く人』を創刊した人物の一人としてとりあげられる。その研究はこれまで、主に国文学

研究者によって、プロレタリア文学研究の観点からなされてきた。しかしながら、金子洋文は文学創作

の他に演劇に関するものなど多岐にわたる文化的な活動をしており、それは近現代の文化史上注目にあ

たいするものがあり、そうした方面からの研究がのぞまれている。また１９８５年に金子洋文は没し、

金子の遺族によって、金子洋文が所蔵していた手紙等が、秋田市立土崎図書館に寄贈されるが、いまだ

それらを十分に活用した研究はなされていない。このような状況を背景として、本論文の筆者は、文化

活動を中心に金子洋文について論じている。以下、論文にそって批評する。 

まず「第 1章  序論」では、金子洋文の生涯を総括し、青年期までをすごした東北地方の港町土崎の

地理的、文化的環境が、彼の活動にどのように影響をもたらしたかを論じている。港町であるがゆえに、

他の地域の人々が出入りし、そのため周辺の農村部とは共有する価値観が異なり、海外の思想等を受け

入れやすい環境であったことを述べる。そうした環境に育った金子洋文が「クラルテ」という反戦思想

の普及運動に共鳴し、それが雑誌『種蒔く人』発行の動機となったとしたことには説得力がある。 

「第 2章  金子洋文と白樺派の人々－書簡を中心に－」では、母校の土崎小学校に代用教員であった

金子洋文が文筆で生きる道を志した折に影響を受けたのが雑誌『白樺』と『第三帝国』であり、金子は

このふたつの雑誌の関係者に積極的に接近し、自らの進路を切りひらいていったことを、金子の書簡か

ら時系列に明らかにしている。一次資料を用いて実証的に論じており、説得力がある。 

「第 3章  金子洋文と農民文学」では、『種蒔く人』という誌名や、土崎版表紙に用いられた、ミレー

の同題の絵は金子洋文が選んだものであり、また金子は活動の場を東京に移した後も、『地獄』、『赤い湖』

など農村を舞台にした作品を創作し、都会と地方、都市と農村の格差を地方の視点から描き、当時の農

村の困窮を取り上げていることを述べ、文学作品として農民の暮らしを描く者が少なかった当時、金子

は『種蒔く人』の同人の中でも、最も多く農民や農村の生活を描いていることを明らかにしている。こ

うしたことから、農民文学の先達のひとりとすることは説得力があり、文学史上に位置づけた点は評価

される。 

「第 4章  金子洋文とプロレタリア文学雑誌」では、『文芸戦線』のすべての記事で、金子に関わる記

事と秋田地方に関係する記事の分量がどのように推移したかについて調査し、後期の『文芸戦線』が、

金子をはじめとする秋田の関係者によって、多分に支えられていたことを明らかにした。この他のプロ

レタリア文芸雑誌『新興文学』、『文党』、『文芸市場』などにも関与していた金子が、当時のプロレタリ

ア系の同人雑誌に重要な役割をはたしたことを明らかにしたことは評価できる。 

「第 5章  金子洋文と俳句」では、金子洋文の俳句について論じたものはこれまでなかったが、土崎

図書館に所蔵される自筆のノートなど生涯を通じ俳句を詠んでいたことを明らかにした。晩年に句集『雄

物川』としてまとめ、秋田で刊行されるまで、その俳句が公的に発表されなかったのは、昭和 7年（1932)

に秋田の新聞『秋田魁新報』で展開された俳句論争であることを明らかにした点は評価される。ただし、

金子の俳句そのものの分析がおこなわれていないので、それがあればより俳人としての金子が明らかに

なったと考えられる。 

「第 6章  金子洋文の演劇活動―演劇人として」では、『日本現代演劇史』に登場する演劇関係者を数

量化した結果、金子洋文が、小山内薫、土方与志、岸田国士、村山知義とともに重要な位置を占めてい

ることを明らかにした。 

さらに早稲田大学演劇資料館のデータベース、土崎図書館に所蔵される金子洋文資料、松竹大谷図書

館所蔵資料など各種上演記録から、金子の戯曲が最も上演されたのは昭和 4年(1929)で、その後は次第



に、演出家、舞台監督といった仕事へ移っていったことと、浅草オペラ、新国劇、新派、歌舞伎といっ

た新しい演劇活動の現場に立ち続けていたことを明らかにした。これまで演劇に関しては断片的にしか

知られていなかったが、全体像が明らかになった点は評価できる。 

「第 7章  金子洋文と故郷― 地方性の存在」では、金子洋文は、当時の芥川賞の選考委員であった石

川達三に、秋田在住の同人誌作家である杉田瑞子を紹介するなど、秋田の後輩を中央の文化人等に紹介

していたことを明らかにする。また昭和 14年(1939)頃には、舞台演劇にも使用した新民謡「秋田港の唄」

を作詞作曲するなど、秋田の文化を中央に伝えることに熱心であった。金子は、郷土と密着な関係をも

った文化人として、多くの働きをしていたことを明らかにした点は評価される。 

「終章  結論」 

金子洋文は、従来のプロレタリア文学運動の人物としてとらえられ、特にプロレタリア文化運動の魁

となった雑誌『種蒔く人』を創刊したことが評価されている。しかし、金子洋文の活動は多岐にわたる

ものであり、それらの多くに故郷の秋田が関連している。プロレタリア文化運動としての活動のみをお

こなっていたわけではなく、郷土秋田と深くかかわった文化人としても評価すべきであるとする。「第１

章」から「第７章」までの論考をふまえ、このように金子洋文を位置づけることには説得力がある。 

本論文は、金子洋文について、関連資料の全体像を理解したうえで、一次資料ほか膨大な文献資料を

緻密に読み解き分析し、金子洋文の文化活動の全容解明に迫り、金子洋文の地方性を明らかにしており、

新たな知見を得たものと高く評価することができ、学位論文としての水準に達しているといえる。 

 
【最終試験結果】 
 平成２６年９月２９日、図書館情報メディア研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席

のもと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。引き続き、「図書

館情報メディア研究科博士後期課程（課程博士）の学位論文審査に関する内規」第２３項第３号に基づ

く最終試験を行い、審議の結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
 
【結論】 

よって、本学位論文の著者は博士（学術）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認められる。 

 


